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麦は聖書の中にたびたび出てきますが、とりわけ『新約聖書』ヨハネ伝12章は
有名です。そこでは一粒の麦が多くの実を結び、やがて多くの人々に恵をもたら
すとあります。この教えを受け、世界で「一粒の麦」たらんと校内外で活躍する、
在校生、卒業生の動向を中心に取り上げ、本校での教育の今をお伝えしたい。
このような願いの元に「麦」と名付けられました。
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左は中学生、右は高校生のチャペルの時間。

心を静めて、祈りの言葉に耳を傾けます。
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西南の教育の現在とこれから

　未曾有の禍いから2年の歳月が流れました。世界は徐々に秩序を取り戻し、
コロナ禍以前の生活に少しずつ戻りつつありますが、その脅威から完全に解放
されたわけではなく、未だ予断を許さない状況が続いています。
　この間、わたしたちは意識、行動の両面から多くの変革を迫られました。不特定
多数との接触を制限する感染症対策は、他者と繋がり、共感することで営まれる
人間社会のあり方を根幹から揺るがすものでした。
　このことは学校現場も例外ではありません。学校には多くの「集まり」があります。
とりわけ「チャペル」は本校が最も大切にする「集まり」の時間です。コロナ以前、
中学校では全校生徒で、高等学校では日替わりで学年ごとに一堂に会し、祈りと
讃美の時を共有します。共に祈り、共に讃美歌を口ずさみ、共に講話に耳を傾け
ることで、その場に集う者との連帯を感じ、語られる言葉の背景にある、まだ見ぬ
人々や神の存在を感じる時なのです。　
　しかし、コロナはそのあり方の全てにおいて見直しを迫るものでした。大人数で
集まることはもちろん、大きな声で讃美歌を歌うことや、屋内で集団が声を発する
ことを憚ります。西南学院が根ざすキリスト教教育の土台が脅かされる状況でした。
　ただ、希望はありました。コロナが蔓延するより以前からI C T教育の導入を
進めていたわたしたちには、タブレットや各教室のスクリーン、オンラインアプリ
などハード面での準備がありました。あとは、これらを用いていかに「チャペル」
の時を守るかということに集中すれば良いだけだったのです。
　ここから試行錯誤の日々が始まります。当初、今までやってきたことをオンライン
に切り替えれば良いだけではないかとやや楽観的に考えていましたが、事はそう
単純に運びませんでした。集まれないことは致し方ないにしても、声を出せないと
いうのは思いのほか大きな影響があったのです。
　話は少しそれますが、人間が繋がりや共感を意識する瞬間の一つに「声を共に
する」というものがあります。スポーツの試合前を思い浮かべてみてください。
プロの選手でも試合前、円陣を組んで「勝つぞ！」や「オー！」などと掛け声を
合わせている場面があります。これにはチーム全体で士気を高め、目的や意識を
共有するという効果が期待されます。これを学校現場にあてはめると例えば、

国語や英語の時間に同じテキストを教室のみんなで声に出して読むという時間
があげられるでしょう。このような経験をされた方も少なくないと思いますし、
何気ない授業の一風景のようですが、実は大きな効果が期待できるものなので
す。黙読するよりも記憶に残りやすいという実際的な側面もあげられますが、
みんなで同じものを声に出して読むだけで、前述の試合前の掛け声のような
連帯感や一体感を感じることができ、学習効果にとどまらない様々な良い影響
が期待できるのです。ですから、同じ時に、同じ場所で共に声を出すということ
は教育効果の側面からとらえても非常に重要なことであると言えます。
　さらに節や音が合わさるとその効果は増大します。「チャペル」においてはまさ
に、讃美歌の時間であり、祈りの言葉を共に唱える時間がこれに相当するのです。
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SEINAN VIEW

西南スクールコンタクト
宇宙飛行士と無線で交信！

　『西南スクールコンタクト』と題して、宇宙飛行士
とアマチュア無線で交信するＮＡＳＡ公式教育
プログラムのイベントが実施されました。これは
高等学校無線部（現マルチメディア部）の卒業生
を中心に、西南学院中学校同窓会、西南学院
高等学校同窓会の皆様からお贈りいただいた
ものです。
　希望者の中から選ばれた中高生はＩＳＳ（国際
宇宙ステーション）に滞在する星出彰彦宇宙飛行
士と英語で交信するため、発音の確認や無線機
の取り扱い方など、念入りに準備を行いました。
　イベント当日には交信に先立ち卒業生の岩下
友美さん、高倉弘喜さんによる講演会や本校

教員による講義などが実施され、今後の進路へ
の考えを深め、宇宙や科学技術について夢を広げ
る機会となりました。そしていよいよ交信のとき。
18時14分、星出さんへの呼びかけがなされ、
息を呑んでその瞬間を待ちます。宇宙からの星出
さんの声が聞こえた瞬間、会場は興奮と喜びに
包まれました。星出さんは生徒一人ひとりに名前で
呼びかけられ、質問にとても丁寧に答えてください
ました。
　多くの方々のご協力によって成功した西南
スクールコンタクト。交信した生徒だけでなく、
携わった全ての人にとって、いつまでも心に残る
一日となりました。

苦難の中で見えた
希望の光

講話を聞いて、感じたことをチャペルノートに書き留めます。

　コロナはこれら全てのことに制約をかけました。共に心を合わせていると
いう実感を得る機会が奪われてしまったのです。
　また、わたしたちにとってチャペルという「場所」そのものも非常に重要な
存在です。中学校、高等学校ともに毎朝の朝礼において聖書を拝読し、讃美歌
に触れ、祈りの言葉に耳を傾ける時間を持っています。これはこれで大切な時な
のですが、週に一度チャペルという、日常から切り離された特別な「場所」で礼拝
を守るということが非常に重要な意味を持ちます。その空間に毎週一度は、全校
生徒または学年で集うことが当たり前でしたが、一度に集合する人数を削減
しなければならず、中学校は学年ごとに、高等学校は一学年を半分に分けて、
残りのクラスは自分達の教室からオンラインで参加するという形にせざるを
得ませんでした。

　このような様々な困難を目の前にしたとき、わたしたちは希望を見失いそうに
なります。しかし、このような時こそわたしたちは聖書の言葉に立ち返ります。
「苦難は忍耐を生じ、忍耐は練達を生じ、練達は希望を生ず」（ローマの信徒へ
の手紙第5章3節）。この聖句の通り、初めは「苦難」（困難）と感じていたこと
も、耐え忍び、経験を重ねていく中で希望の光が見えてきました。
　まず、オンラインという形態を逆手にとって、これまで遠方にいらっしゃって
なかなかお呼びすることができなかった講師の先生をお呼びすることができる
ようになったことです。例えば、3月。本校は東日本大震災以来、被災された方々
のことを憶え、一日も早い真の復興を祈って、震災忘れない募金という活動を行
なってまいりました。それに合わせて、3月は震災に関連する講話をお聞きする
機会を設けてきましたが、東北地方にお住まいで、震災を経験された方のお話
を直に伺うことは物理的な困難を伴いました。しかし、昨年度は、福島で被災
され、今も福島の地でお暮らしになっている先生のお話をオンラインで伺う
機会が与えられました。このほかにも北海道や東京など、全国各地にいらっしゃる
先生のお話を伺う機会がたくさん与えられました。もちろん、直に伺う機会も
あったのかもしれませんが、わざわざお越しいただくご足労を差し引いてお願い
できるため、このような機会が格段に増えたと思います。
　また、教室でチャペルの時間を過ごすというのも思わぬ利点をもたらしました。
本校にはチャペルでの講話の内容を自らにとどめるため、中学校はチャペル
ノート、高等学校ではチャペル手帳というものを用いています。通常のチャペル
の席は筆記台がなく、書き留めることが困難な面がありました。しかし、教室で
は自分の机と椅子を使用するため、書き留めることが容易になりました。この
ため、今まで活用できていなかった生徒が、これを機にメモを取る習慣を身に
つけることができ、年間を通して書きためていくことができました。
　このほかにも様々な気づきが与えられましたが、まさに前述の聖句の通り、
「苦難」が「希望」へと変化した瞬間であると思います。
　最後に。コロナはわたしたちに分断という強烈な痛みと引き換えに、「共感」の
奥にある「想像」の大切さを教えてくれました。たとえ対面で空間と時間を共有
していなくとも、「想像」の中に共なる存在を憶え、その存在のために祈ることで
共に歩んでいくことができるのです。いかにオンラインなどの技術が進歩しよう
と、そこに人の心と血が通わなければ虚しいものとなってしまいます。本校が
最も重要だと考えているチャペルの時間はまさにこの心を養っているのだと思い
ます。方法や状況が変わろうと、100年の伝統の中で培われた西南における
キリスト教の精神は変わり続けることなく、育み、継承されていきます。

生徒による特別讃美の演奏。 讃美歌は、マスクの中で小さく歌います。 宗教主任による講話の様子。 有志の生徒が、司会や祈りを務めることもあります。



　中高が百道浜校地に移転した2003年
から18年間クリスマスシーズンの訪れを
伝えてくれたクリスマスツリー。電球や
オーナメントで飾られた姿からはよく
わからなかったのですが、ツリー本体
が年々年をとり、傾く恐れもあると聞き、
長年の働きに感謝しつつ新しいツリーを
迎えました。感染症の影響、課題が世界
の各所・諸分野に広がった中迎える二度
目の点灯式（今回も全教室にライブ
配信。前半はチャペルから）合唱部に
よる讃美、学院宗教主事の劉先生による
聖書朗読、コロナ危機の中明らかに
なった近く・遠くの方々の心と生活の
課題を覚えて祈る今井院長の言葉に、
中高の全生徒・先生が耳を傾け、心を合
わせました。後半、吹奏楽部による記念
演奏の中、点灯。この世を照らす光として
お生まれ下さったイエス・キリストの誕生
を感謝しました。
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クリスマスツリー点灯式

新しいツリーと共に

杉町 穂花さん
九州大学 医学部医学科　在籍

在校中、一番印象に残っていること

OB・OG interview

チャペルで聞いた講話です。牧師の方や学校の先生方の経験談や、差別と
戦っている方のお話を聞いて、自分の人生や現代社会の課題について考える
貴重な機会でした。他の学校ではできない体験だったと思います。

大学生活、これは言いたい

大学生になると、今までに比べて自由が増える分、自分の行動に対する責任も大きくな
ります。授業や進級に関する情報は自分から積極的に集めること、大学に入って自分
がしたいことをちゃんと考えておくことで充実した大学生活を送ることができます。

最後に一言

西南中学、高校で出会った先生方や友人のおかげで、
私の六年間はとても楽しく、充実していました。感謝し
ています。これから西南学院に入学する方の学校生
活が充実したものであることを願っています。

永松 優花さん
九州大学 大学院 総合理工学府　在籍

在校中、一番印象に残っていること

実り多い日常が何よりも思い出されます。先生や友人皆がそれぞれに大切にし
ている価値観や情愛を有し、それらが共存する西南での一日一日には新しい気
づきや学びがありました。西南で出会えた人達とは今後も繋がっていたいです。

大学生活、これは言いたい

大学では自分の可能性が広がるからこそ目標を持つことが大切です。西南生
は夢を持てている人が多いです。一人一人を肯定してくれる西南の雰囲気は生
徒の自己有力感を育んでくれ、私の不確かな目標にも確信を与えてくれました。

最後に一言

西南は他者を想う愛に溢れ、人の温もりを感じることが
できる学校です。自己形成の基盤となる中高生時代を
その温もりの中で過ごせた私は、人の優しさ、さらには
痛みにも気づけるようになり、私自身の他者を想う愛が
強くなりました。今もその想いを大切にしています。

特別活動で主体的に学ぶ力を育む
　特別活動では人権・「同和」の講演会や平和映画
鑑賞、アンガーマネジメント授業、修了レポート発表
会、3学年独自の取り組みとしては沖縄戦体験者の
講演会、「哲学対話」を行いました。
　生徒たち一人ひとりが安心して楽しく学校生活を
送ってほしいという願いを込めて、「怒りの感情と上
手に付き合いよりよい人間関係を作ること」を目的と
したアンガーマネジメント授業を1年次より行ってき
ました。3年次の授業後には「心のセルフケアだと
思った」「自分がどういう人なのか理解できた。自分
の感情と向き合い、今後、人との関わりを見直してい
く」「中１の時と比べて性格が変わった。イライラする
方だったが冷静に考えられるように周りに気を配れ
るようになった」などの感想が寄せられました。
　沖縄修学旅行のための事前学習としては『新
沖縄修学旅行』という本をワークシートを使って約
半年間に渡って輪読し、オンラインで沖縄戦体験者
からお話を聴く機会も設けました。「これから先実際
に体験された方からお話をいただくということは
難しいので、今、学んでいることを体験された方の
気持ちと共に伝えていけたらいいと思う」「戦争を昔

のこととしないようにしたい」と生徒は感じるところ
が多くあったようでした。
　 「皆と意見を交換している時に脳の奥の方を使っ
ている気がした。また是非やりたい」というコメントが
見られた「哲学対話」では、「命より大切なものはある
か」「夜はなぜ怖いのか」「心はどこにあるのか」等の
テーマについて白熱した対話が繰り広げられました。
　現在の3学年では１年次より、教科横断型の課題
を課し、終礼の時間を使って「深く考える」「自分の
意見を述べる」というグループワークに取り組み、
「知の泉」という読み物のプリントを通して、文学、自然
科学、哲学等、様々な文章に触れる時間も設けていま
した。それらの日々の積み重ねが、この答えのない
問いについて深く考え、意見交換をする「哲学対話」の
活動を「楽しい」と味わえる力を育んできたのだと感じ
ています。
　この3年間、生徒一人ひとりが主体的に終礼時の
課題や特別活動に参加し、それぞれが刺激し合い、
充実した時間を持つ事が出来ました。これらの経験を
基にして、考える力、発表する力、創造する力を今後 更
にレベルアップしてくれることを確信しています。

西南の教育の現在とこれから

教育活動をいかにして
維持・改良するか～生徒実験

　本校では、中高とも多くの実験を実施するようにして
います。このコロナ禍でも感染拡大予防に努めなが
ら、できる限り生徒が実験できるようにしました。
1.分担して実験：4人一組の班を2つに分け、2種類の
実験を別々の教室で行います。お互いの実験内容を
あとで説明するために、実験の様子をiPadで撮影、記録します。適確に撮影するには、実験内容をよく把握し、
結果が予想できていなければならないため、生徒は以前よりきちんと予習し、映像に収めようと努力していました。
2. オンラインで実験生中継：４人一組で、２人が実験し、残りの２人は教室で実験の実況を観察させました。実験
する側は相手に伝わりやすいように工夫します。見ている側の生徒は、よく見えなかった部分などの状況を実験者
側に質問し、より多くの情報を取り入れようと積極的に取り組む姿勢が見られました。

　できることが限られている中で、前向きに学習に取り組む生徒たちの真摯な姿勢に支えられ、コロナ禍にあって
も記憶に残る授業になったのではないかと感じています。
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SEINAN NEWS

女子
ハンド
ボール部

中学校

高等学校

2021年度
各部・同好会
その他

TOPICS

多田 愛央さん

U17アジア選手権・世界選手権において、フェンシング
日本代表に内定されました。今年度はコロナの影響で大
会があまり開催されませんでしたが、開催された大会の
中でいくつもの好成績を収め、その実績から国民体育
大会の福岡県代表に内定され、さらに福岡県トップアス
リート育成強化事業の強化指定選手に認定されました。

高等学校 佐藤 悠雅さんPICK
UP

interview

活躍する
西南生！

吹奏楽部

音色も気持ちも一つに合わせて

中学校

　中学吹奏楽部は第50回アンサンブルコンテスト
記念大会において、金賞を受賞しました。優秀団体
として第15回福岡県アンサンブルコンテストへ進出
し、今大会では銀賞を受賞しました。九州大会への
進出はなりませんでしたが、これからも西南サウ
ンドに磨きをかけられるよう頑張ります。

2021年度
各部・同好会
その他

TOPICS

郷土史部

写真部

杖道福岡県大会優勝

放送部

小学生から大人まで参加した杖道福岡県大会、無段
の部、型で優勝しました。学校では吹奏楽部に所属
し、武道も音楽も頑張っています。

コロナ禍で例年の様に博多雑煮や明
太子は作れませんでしたが、金平糖作
りや陶芸体験にでかけたり、貝殻で
お雛様を作ったりしました。また、毎
年12月にはクッキーを焼き、ホームレ
ス支援団体｢おにぎりの会｣を通じて
お弁当と一緒に配って頂いています。

男子バレーボール部

公式戦への参加は今大会が最後とな
りますが、一人ひとりが自分の役割を
果たし、有終の美を飾ることができま
した。

硬式テニス部（男子）

福岡市大会団体戦優勝！
剣道部（男子）

仲が良いのが武器

模擬国連

国際交流から豊かな学びを

　国際教育プログラムとしてENGLISH CAMP
(8月2～4日、対象中1～高2)と模擬国連(8月5～
6日、対象中3～高3)が行われました。前者では
オンラインでのホームステイ体験を、後者では各国
の問題について調べ、プレゼン、交渉を行いました。
多様な文化背景の先生方のもと、多くの学びを
得ることができました。

学校行事（文化祭）

2年ぶりの文化祭！
　様々な行事が中止される中、生徒会を中心にな
んとか7月に文化祭を開催することが出来ました。
今年のテーマは「Canvas」。歴代の先輩方が作り
上げてきた西南学院の伝統というCanvasに自分
たちの手で自分たちらしく彩りを重ねていくという
意味が込められています。特に、高校２、３年生に
とっては昨年度中止だったこともあり、例年以上
に活気にあふれた文化祭が開催されました。

ヨット部（女子）

さらなる高みへ

　8月12日～16日、和歌山県でインターハイが行わ
れました。荒天のため３レースしか実施できません
でしたが、総合8位と大健闘しました。また、9月
26日～29日で行われる予定でした三重とこわか
国体少年女子レーザーラジアル級福岡県代表と
して選ばれていましたが、残念ながら中止となって
しまいました。来年が非常に楽しみです。

　中体連福岡市大会団体戦において、見事優勝する
ことができました。活動も十分にできない日々が続き
ましたが、限られた時間の中で切磋琢磨した成果を
最高の結果で残すことができました。団体戦は3シン
グルス2ダブルスの5ポイントでのチーム対抗戦です。
準決勝、決勝ともに接戦となり3対2での勝利となり
ました。どのポイントも落とすことのできない緊張感
の中での対戦でしたがチームの団結力と勝利への執
念がまさった結果であると思います。引退した3年生
は「テニスもできる人」を体現できるように今後もあら
ゆる場面で活躍してくれることを祈っています。

1-Gの大階段の装飾、テーマは「コロナ収束を願って」

下石雅楽さん

合瀬羽夏さん
が、全九州高等
学校総合文化
祭長崎大会に
出場しました。

福岡県予選で
準優勝。九州
大会への切符を
手にしました。

アナウンス部門
で九州高校放
送コンテストに
出場しました。

九州大会（右側が出場した阿比留優香さん）

　剣道部男子は福岡市大会で昨年度の新人戦、今
年度の夏の大会で敗退したチームにリベンジを果た
し、優勝候補の学校にも辛勝し、4位で県大会に出
場。県大会では予選リーグを１位で通過し、決勝トー
ナメントでベスト4に進出しました。選手一人一人が
自分の役割を理解し、互いを支えあいながら掴んだ
勝利でした。剣道部はとても仲が良いように思いま
す。その仲の良さを互いに甘やかす関係になるので
はなく、個人の課題を全員が理解し、指摘しあう関
係になれたことが今回の勝利につながりました。剣
道に限らず生きていくうえで重要な力になるので今後
も多くの場面で自分たちの力を発揮して欲しいです。



　子供たちは新しい時代に生まれ、新しい時代の空気を
浴び、新しい発想や思想に影響を受けながら、新しい創造
と発展を遂げる時代を生きています。子供たちに接する
時、｢彼らは、未来からの留学生なのだ｣という気持ちで接
するように心がけています。
　英語の授業では、将来求められる教養、知識、学ぶ力、
英語の基礎力、を常に念頭に置いて授業デザインをしま
す。世界の未来を担う礎となる力を築き、子供たちの学び
を拓くことが、西南の使命であるからです。
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中学校 英語科

田中 十督先生

宮﨑宗親先生 （元数学科教諭）

 

高等学校 理科

副田 彩音先生 聖句

　コロナ禍の2年間、授業内容や方法、式典、宿泊行事、部活動等、学校
の活動の多くが制限を受けてきました。しかし、みんなで知恵を絞り、
工夫して対応していくうちに、学校が大切にすべきものは「形」でも「見栄
え、でき栄え」ではなく、子どもたちに今まで以上に主体的に関わらせ、
子どもたちの目線で楽しんでもらうことであることに気付かされました。
その意味では、「ニューノーマル」の時代を迎え、様々な考え方や常識を
見直す良い機会を与えられたのかもしれません。
　しかし、子どもたちは学校生活のすべてを通じて、特に他者と自由に
触れ合うことによって、社会性を身に着け、公正さや思い遣りをもって
他者と共に生きる力が養われます。また、自然や芸術作品に触れること
によって、五感が研ぎ澄まされ、人として成長するのです。そのような
機会をも提供できる持続可能な「西南ニューノーマル」を作り上げて
いきたいと願います。校長 早川 寛

「西南ニューノーマル」を目指して

愛を身に着けなさい。
愛は、すべてを完成させるきずなです。

（コロサイの信徒への手紙3章14節）

依然として続くコロナ危機の中、マスク姿が常態化し顔の表情がわかりづらい時が続いています。口元を見せる
マスクなどのアイテムで改善できる部分もありますが、互いの体調や状況を思いやり関わろうとする愛がなけれ
ば、心・関係が危機に…。自分さえよければという思いから抜け出て、人と人、人と神さまを結ぶ愛を。現在の気づ
きが未来を拓きます。

　1996年、中学校が男子校から男女共学に
変わって一番変化したのは掃除の時間
だった。あれだけさぼることばかり考えていた
男子生徒が担任が追いかけなくても自分
から掃除している。状況が変わればこうも
変わるのかと驚愕したものだ。
　しかし変わらなかったものがある。それは
教員と生徒の強いつながりだ。男子校の
時代、悪さをしても教員への厚い信頼をこと
ばの端々に感じさせる生徒の姿は今も変わら
ない。もちろん共学になってからはそれほど
悪いことをしなくなったけれども。
　そしてどんなに反発しても最後まで生徒を
心配し、生徒を強く思い続ける教員たちの姿
も変わらない。中高一貫になる前、手に負えな
い生徒を立ち直らせるために中学に来て相談
しあった教員の協力は、中高一貫になって
から一層強まった。
　西南が西南であるゆえんは、この生徒と
教員間の強い信頼関係にあると思う。それを
伝統として未来へ受け継いでいってほしい。
私の大きな願いである。

1916年の創立以来、本校は福岡の地で様々な歴史を
見てきました。このコーナーでは西南学院にまつわる思い
出話を紹介し、西南学院の歴史の一端をひもときます。

SEINAN今昔物語

西南に この人あり

　お互い足りない者どうし、しかし神様によって創られ、
良しとされた者どうしとして、生徒たちと関われることに感謝
しています。中高生時代は周りと自分を比べて悩みがちで
すが、西南で過ごす毎日の中で神様が｢私の目にはあなた
は価高く、尊い｣(イザヤ43章４節から)と言ってくださって
いるということを、じんわりと実感していってくれたらなと
願っています。授業では、生徒たちと共にこの自然界と生命
の美しさにワクワクできる幸せをかみしめる毎日です。

世の光となっている
卒業生の“今”を紹介します

西南学院での学びを胸に世界へ
ハンドボール選手としての挑戦

　綺麗な校舎、しっかりとした教育カリキュラ
ム。西南学院は入学する前の私にとって雲の上
の存在、憧れの学校でした。入学式でとても緊
張したことは今となっては懐かしい思い出で
す。学校生活では、チャペルの講話などを通じ
て、様々な経歴の方のお話を聞く機会があり、
広い視野で将来を考える時間がたくさん与え
られました。その時間のおかげで、相手の経験
から、自分に活かせる部分を見つけ、自らのこ
とに置き換えて行動にうつすという習慣が身に
つきました。当たり前のことながら大きな目標
を達成するためには極めて重要なことであり、
現在でも大切にしていることです。
　私は小学4年生からハンドボールを始めまし
た。最初は楽しいだけでしたが、徐々に結果に
もこだわりが出始め、大きな目標へ挑戦するよ

卒業生便り

豊田合成ブルーファルコン

（2013年高等学校卒業）

(現在はドイツ リューベック=シュベルタウ所属)

水町 孝太郎さん

うになりました。高校3年間では部活の仲間
や顧問の先生と、より高い目標に向かって
取り組み、勉強面では担任の先生が親身に
なってご指導くださり、そのおかげで文武
両道を実現できました。その後、日本一を目
指して、ハンドボールでは日本でも有数の大
学である日本大学に進学しました。大学2年
生のとき、大学生の日本一を決める大会に
出場しましたが、結果は惜しくも準優勝でし
た。優勝を目指していた私にとって満足いく
ものではなく、「次こそは絶対に日本一にな
る」という気持ちを強く持つようになりまし
た。さらに、同じ頃に年代別の日本代表にも
呼ばれるようになり、世界のハンドボールを
体感できました。大学卒業後は豊田合成と
いう実業団チームでプレーし、2年目にやっ
と日本選手権で優勝し、MVPを取りまし
た。その後、二度日本一になり、2020東京
五輪では代表選手としてオリンピックの舞
台を経験しました。現在はパリ五輪出場を
目標に、日常的に体格差のある選手と戦う
ため、ドイツのチームでプレーしています。
　私の挑戦はこれからも続きます。西南
学院で得た学びも私の中で変わることなく
生き続けていくのです。
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国公立大学 2019

北海道大

東北大

東京大

東京工業大 

20182020

1 2

1

1

1

京都大

大阪大

神戸大

九州大 

難関大学計 32 34

11

55

4

23

35

1

1

42

国公立合計 

38

11

2528

国際基督教大

学習院大

日本大

東洋大 

駒澤大 

専修大

13 57

9 148

1 32

42

津田塾大

芝浦工大

西南学院大

福岡大 

私立合計 

144 113147

953 804838

筑波大

東京外大

横浜国立大

広島大 

山口大 

九州工大

3

12

1 2

3 5

熊本大

大分大

宮崎大

鹿児島大 

琉球大 

6 34

1

338 259257

141 118108

35 29 17

青山学院大

立教大

中央大 

法政大 

明治大

27 1023

11 2114

9 1512

15 1621

MARCH計

福岡教育大

北九州市立

佐賀大

長崎大 8 73

5 107

4 12

3 2

4 76

7 99

1 74

3 21

14

2

4

1

28

21

1

1

2

5

4

1

119

23

9

11

1

2

4

6

4

2

15 813

過去5年間の大学合格者数
国公立大学は九州大学を中心に、北は北海道から南は沖縄まで幅広く全国に進学しています。
また私立大学は西南学院大学をはじめ、関東関西の難関大学へも数多く進学しています。

早稲田大

慶応大

上智大

東京理大 

私立大学 2019 20182020

29 22

2 1

11 13

15 14

11

10

19

57 50 40

関西学院大

関西大

同志社大

立命館大 

関関同立計 

58 4147

22 1924

11 711

35 4117

早慶上理計

　新型コロナウイルス感染症との付き合いも２年が終わろうと
している。全くの手探りだった２年前に比べれば様々な面で経験
値が上がり、ノウハウを会得している。しかし、同時にそれは気が
緩んでしまったとも言える。世間を見渡してみても一頃の緊張感
は薄れ、本校もその感は否めない。新型コロナウイルス感染症
とうまく付きあえるようになったと言うべきか悩ましい。ここで
「なれ」という言葉を思い出す。「なれ」は「熟れ」にも「萎れ」にも
通じる。人は経験を通して熟達していく。その意味では掛けられ
た時間と労力に比例するわけで、２年の月日の重みを感じる。
一方、度重なる緊急事態宣言や行動制限などに、徒労感を覚えて
いることも否めない。「萎れ」てしまったのである。本年度、本校は
２年振りに、中高とも宿泊行事を催行した。従来のプログラムと
は大きく異なった点もあったが、この２年間で得られたノウハウ
を活かし、できる限りのことを行った。我慢を強いられた生徒に
少しでも笑顔が与えられたことを祈るばかりである。

Seinan,  Be True To Christ
西南よ、キリストに忠実なれ 隅石

〒814-8512 福岡市早良区百道浜1丁目1番1号
TEL（092）841-1317　FAX（092）845-6295
ホームページ https://hs.seinan.ed.jp/

西南学院は1916（大正5）年、米国南部バプテスト派
の宣教師であったC.K.ドージャーによって創立され
ました。その遺訓『西南よ、キリストに忠実なれ』
（Seinan, Be True To Christ）に示されている理念
を建学の精神として後継者たちが大切に今日まで
受け継いできました。西南学院は建学の精神とその
使命を基に、平和、人類愛、自由を理解し、真理に基
づき世界を導く人、他に先駆けて善や正義を実行す
る精神を持つ人、そして、他者や社会、さらに地球を
思いやる心を持ち、真の平和を実現する人を育成す
ることを目標にしています。

全ての開催内容について、事前の
お申し込みが必要です。お申し込
みは本校ホームページからのみの
受付となります。(お電話・FAXに
よるお申し込みはいたしません)

西南学院高等学校文化祭 日時：2022年7月16日（土）10：00～15：00

西南学院中学校・高等学校
OPEN CAMPUS 2022

詳細は
こちらから

（学校案内コーナー）

新型コロナウイルス感染症の影響のため、中止、または内容に変更が生じる場合がございます。詳細はホームページにてお知らせいたします。

◎個別相談&校内見学会
ご来校者各自で校舎内をご見学いただき、ご希望の方はブースでのご相談を承ります。
開催日時:11月3日(木・祝)

◎Web オープンキャンパス
開催日時:9月～12月にオンライン特設ページをご視聴いただけます。

◎校内ツアー
本校生徒がツアー形式で校内をご案内いたします。
開催日時:7月23日(土)、8月27日(土)、9月23日(金・祝)、11月12日(土)

私 の 合 格 体 験 記

　西南は私たちの視野を広げてくれる場所だと思います。私は、
高2の夏休みに訪豪研修というプログラムに参加し、オーストラ
リアでの短期ホームステイを経験しました。そこで、外国の文化
に触れることや英語を使ってコミュニケーションを取ることの楽
しさを感じ、自分の専攻したいものと並行して英語をもっと学び
たいと思い、英語教育に特化した大学を受験することを決めま
した。日々の学校生活はもちろん、西南では国際交流に関する
行事が多く開催されており、それらに参加することで自分の将来
について考えるきっかけにもなると思います。ぜひ西南での様々
な行事やプログラムに積極的に参加して高校生活を楽しみなが
ら、それぞれの目標に向けて頑張ってほしいと思います。　

廣木 優香さん 2018年高等学校入学
福岡女子大学 国際文理学部 食・健康学科合格

　私は、日本の古典文学を高い水準で勉強したいという理由で
東京大学を志望しました。受験勉強を始めたのは高校2年生の
終盤でした。東大志望者にしては遅い時期だったと思います。私
が合格できたのは、中学・高校を通じて授業を集中して受け、定
期考査に全力で取り組んでいたからです。学校での勉強をこな
すことで学力が身につきました。共通テスト対策も学校でのみ
行い、本番では9割の点数を取ることができました。
　変体仮名を教えてくれたり、百人一首大会を開いてくれたりし
た国語の先生がいたことは、私の古典への興味を高めてくれま
した。専門的な知識を持つ先生方や切磋琢磨できる友人たちと
ともに6年間を過ごし第一志望の大学に合格できたことは、私の
大きな財産です。

森平 梨紗子さん 2015年中学校入学
東京大学 文科三類合格

※最新の合格者数については、ホームページをご参照ください。
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